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３Ｄ技術活用セミナー　平成２９年度第４回
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京都府中小企業技術センター

3Dプリンタ・スキャナ等の3Dツールの進歩により、多品種少量製品を効率良く生産することが可能となってきました。これら製品の品質確保には、試作・テストを繰り返すことなく、開発の上流で設計品質を作り込む評価技術が必要です。

そこで本年度最終回の第4回では、情報技術や計算科学を活用して、製品の機能と品質を確保するものづくりの進め方や今後の動向およびその事例を紹介します。


３Ｄ技術活用セミナー（平成３０年３月６日）参加申込書

京都府中小企業技術センター　基盤技術課（宮内）宛

必要事項を御記入の上、ＦＡＸ又はE-mailでお申込みください。

なお、京都府中小企業技術センターHP（https://www.kptc.jp）から申込書の電子データがダウンロードできます。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成３０年　　月　　日

	企　業　名
	

	所　在　地
	〒

　

	申込者１
	御氏名：　　　　　　　　　　　所属･役職：
TEL: 　　　　　　　　　　　　FAX:
メール：

	申込者２
	御氏名：　　　　　　　　　　　所属･役職：
TEL: 　　　　　　　　　　　　FAX:
メール：


※申込書にご記入いただいた個人情報は、本セミナー受講者名簿として活用させていただきます。また京都府中小企業技術センターより、各種研究会・セミナー等に関する情報をお知らせすることがあります。
【会場へのアクセス】

　　ＪＲ嵯峨野線
　丹波口駅より徒歩約５分







日　時	  平成３０年３月６日（火）　１３時３０分～１６時３０分





会  場　 　京都府産業支援センター ５階 研修室


　　　　　　 　　　　　　京都市下京区中堂寺南町１３４ 京都リサーチパーク東地区内 





内　容　 ●講演「サイバー・リアルを繋ぐ製造産業技術の展開


～連携による研究・開発の加速～ 」


		　　講師：大阪大学大学院 工学研究科 ビジネスエンジニアリング専攻


テクノロジーデザイン講座　准教授　倉敷 哲生氏


　　　　　　　【概要】


Society 5.0の実現に向け情報世界と実世界を繋ぎ、IoT・ビッグデータ・AI等による


製品・サービスの創出や生産性革新が期待されている中で、データや計算科学を活用した機能性材料や３D造形等に関する我が国の技術開発施策の動向、デジタルツインの方向性等について概説します。


　


●企業講演


「コンピュータシミュレーションと現物の直接連携」


		 　　講師：アンシス・ジャパン株式会社 技術部 プリセールスチーム


　リードアプリケーションエンジニア　松田 和弘氏


【概要】


3Dプリンタの登場で、付加製造（Additive Manufacturing）という言葉が再注目されています。この付加製造に直接関係するシミュレーションデータの活用例や、3Dスキャン・CTとの連携など最新技術を紹介します。





　　   ●ディスカッション





定　員　  ６０名（先着順）





参加費　  無　料





主　催 　 京都府中小企業技術センター





申込方法 　裏面の参加申込書をご利用の上、FAX又はE-mailでお申込みください





お問合せ   京都府中小企業技術センター　基盤技術課　宮内


TEL 075-315-8633　　E-mail  kikai@kptc.jp





申込み先FAX： 075-315-9497�E-mail： kikai@kptc.jp









